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〈 ビ ジ ネ ス 情 報 学 科 〉  

科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

教育心理学  

【こども学科科目】  

 

藤村   敦  

子どもの発達や学びについての代

表的な理論について理解を深めると

ともに，実際の保育場面において，ど

のように理論を生かすことができるの

かについて自分なりの意見をもつこと

ができる。 

満足度は 4.84 と昨年度より改善し，講

義中の演習やテスト，フィードバックは

適切であったと考える。予習・復習時間

については課題としてあげられるが，改

善が見られたことから，一覧表配布の支

援は適切であったと考える。  

予習・復習時間が少ないという課題に

ついては，予習箇所をまとめた一覧表の

配布などの手立てにより，改善は見られ

たものの，昨年と同様の傾向である。今

後も，学習方法に関する分かりやすい指

導に努めていく必要がある。  

 
情 報 基 礎 演 習 Ⅰ  

 

伊 藤   聡  

1.  実際の統計データを分析・加工  

し，グラフ化（視覚化）するなど，

Excelの実践的な活用法を身につ

ける。  

2.  分析したデータを，文章（ Word 

），発表資料（ PowerPoint）などに

加工する技術を身につける。 

全 般 的 に ， 「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均

時 間 」 の 項 目 以 外 は 満 足 度 が 高 く ，

高 い モ チ ベ ー シ ョ ン で 授 業 に 臨 ん

で い た と 考 え る 。  

「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 の 確

保 に つ い て は ， 検 討 課 題 と し て ， 次

期 の 授 業 に つ な げ て い く 。  

予 習・復 習 に つ い て ，学 生 が 取 り

組 ん で い け る よ う な 教 材 づ く り や

仕 組 み を 構 築 し て い く の が 今 後 の

課 題 と な る 。  

E - l e a r n i n g  S y s t e m を 利 用 し た ，

復 習 課 題 の 配 布 及 び 回 収 を 実 施 す

る な ど の 施 策 を 行 っ て い く 。  

 

秘 書 学 概 論  

 

渋 田  昌 士  

 

秘書に必要な考えかた，秘書とし

ての行動のしかたを理解すること

をこの授業の目標としている。  

予 習 復 習 を 必 要 と し て い る も の

の ， 予 習 で き る 内 容 が 少 な か っ た こ

と ， ま た そ の ヒ ン ト と な る 資 料 提 示

が 少 し 足 り な か っ た と 考 え る 。  

ま た ， 授 業 も 一 方 向 の 授 業 に な っ

て い た こ と が 多 か っ た た め ， 双 方 向

の 授 業 展 開 が 必 要 だ と 感 じ た 。  

予 習 復 習 に 必 要 な 課 題 を 毎 回 提

示 す る こ と が 必 要 だ と 思 う 。  

ま た ， 双 方 向 の 授 業 展 開 を 目 指

し ， 学 生 が 参 加 で き る 項 目 を 取 り

入 れ る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

文 章 ・ 言 語 表 現  

 

伊 藤  好 一  

「聞く」「読む」「話す」「聞

く」という能力の鍛錬を通じて，

「自己分析」「自己表現」の向上

を目指す。  

学科全体の結果と比較し，「教員の話

し方や説明の仕方」「意見や質問の出し

やすさへの配慮」等で高い結果となった

ことが確認できた。最も評価の高い「意

見や…」は，授業時に配布しているリア

クションペーパーが功を奏したものと考

える。  

学科全体の結果と比較し，「予習・復

習の週平均時間」等で低い結果となった

ことが確認できた。より具体的な予習・

復習の指示を出し，次回講義時に振り返

りを行う時間を設ける，予習してきてよ

かったと思えるような授業展開を心掛

ける等の方法を実施したいと考える。  

 



科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 学 概 論  

 

今在  景子  

 

コミュニケーションに関する知

識を習得し，自分のコミュニケーシ

ョンを客観的に評価できるように

なる。        

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 「 授

業 の 目 的 の 明 確 さ 」 が 高 く 評 価 さ れ

て お り ， 本 授 業 の 目 的 を 学 生 と 十 分

共 有 で き て い た と 考 え て い る 。 ま た

， 学 生 自 身 が 「 新 し い 知 識 や 技 能 の

習 得 」 が で き て い る と 認 識 し て い る

こ と が 示 さ れ て い た 。  

ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は 知 識 と 技

能 の 習 得 が で き て い る と い う こ と

が 示 さ れ て い た が ， 到 達 目 標 の 達

成 は あ ま り 高 く 評 価 さ れ て い な い

こ と か ら ， 学 び の 実 践 的 活 用 を よ

り 意 識 す る 必 要 が あ る と 考 え て い

る 。  

 

情 報 基 礎 演 習 Ⅰ  

 

齊 藤  大 晶  

 

1.実際の統計データを分析・加工  

し，グラフ化（視覚化）するな

ど，Excelの実践的な活用法を身

につける。  

2.分析したデータを，文書（ Word），

発表資料（ PowerPoint）などに加

工する技術を身につける。 

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト で は ， 総 合 的

な 満 足 度 が 4 . 7 7と 高 評 価 を 得 た 。 ま

た ，「 授 業 内 容 へ の 興 味 関 心 」（ 4 . 5 0

） や 「 授 業 の 目 的 の 明 確 さ 」 （ 4 . 8 6

） も 評 価 さ れ て お り ， 授 業 計 画 や 進

行 が 学 生 に 適 切 で あ っ た と 考 え ら

れ る 。 一 方 ， 「 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時

間 」 （ 1 . 6 2） に 対 す る 評 価 が 低 く ，

学 生 が 自 主 学 習 に 十 分 な 時 間 を 割

け て い な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  

予 習 や 復 習 を 促 進 す る た め ， 講

義 資 料 に 課 題 以 外 の 練 習 問 題 を 追

加 し ， 学 習 時 間 を 増 や す 工 夫 を 行

う 。 ま た ， 課 題 解 説 の 時 間 を 拡 充  

し ， 学 生 の 理 解 を 深 め る と と も に ，

復 習 用 の チ ュ ー ト リ ア ル 資 料 を 提

供 す る こ と で ， 自 己 学 習 を 支 援 す

る 環 境 を 整 備 す る こ と を 検 討 す  

る 。  

 

韓 国 語 会 話 Ａ  

 

金  美 敬  

 

前期では，文字が読めて書けて，

簡単な会話や自己紹介ができるよ

うにする。  

予習や復習など，学習環境をもっと作

ることが必要だと思う。またグループを

組んで，積極的に参加させ，学習させ  

る。外国語での会話の楽しさを実感させ

る。  

予習や復習など，学習をするように，

もっと学習環境を作る。特に，予習とし

て教科書での課題を出し，次回講義まで

に行ってくるようにする。復習は，教科

書の問題やプリントなどで学習させ，学

生の理解度を確認する。また，グループ

を組んで，積極的に参加させ，学習させ

ることも考える。演習のやり方を増や  

す。  

こまめに復習をさせる。そのために  

は，課題を毎回少しずつやらせ，提出す

るようにする。それに予習もできるよう

に工夫をする。  

 



科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

キ ャ リ ア デ ザ イ ン

Ａ  

 

吉 田  麻 子  

 

・自ら考え，行動する社会人となる

ために身に着けておくべ き習慣

的な能力の習得。  

・今後の人生においてどのように

働いていくのかについて，職業適

性や生きる方向性について考え

る力を身に着ける。  

生 徒 が 授 業 時 間 以 外 で 予 習 ， 復 習

を す る 時 間 の 少 な さ が 明 ら か と な

っ た 。 （ 実 践 レ ポ ー ト は 記 入 で き て

い る が ， 実 感 と し て 自 宅 学 習 が 少 な

い と 認 識 さ れ て い る ）  

・ 自 宅 で 作 成 す る キ ャ リ ア デ ザ イ

ン シ ー ト 等 の 課 題 を 出 す こ と に

よ っ て 自 宅 学 習 の 時 間 の 増 加 と

予 習 復 習 効 果 の 増 大 を 目 指 す  

・ 具 体 的 に 社 会 を 見 回 し て 己 を 知

る た め の 課 題 を 実 施 す る 。  

 

 

〈 こ ど も 学 科 〉  

科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

教 育 実 習 事 前 事 後

指 導  

 

乳 井  英 雄  

 

体 験 を 通 し て ，子 ど も へ の 理

解 を 深 め ，幼 稚 園 教 育 の 役 割 を

理 解 し ， 2 年 次 の 幼 稚 園 教 育 実

習 へ の 意 欲 を 高 め る 。  

ア ン ケ ー ト 結 果 で は ， 設 問 領 域 「

学 生 の 受 講 態 度 」 が 平 均 値 3 . 9 6， 「

授 業 内 容 に つ い て 」 が 平 均 値 4 . 8 4，

「 授 業 の 進 め 方 に つ い て 」 が 平 均 値

4 . 7 6， そ し て 「 総 合 評 価 」 に お い て

は 4 . 8 2と い う 学 生 評 価 で あ っ た 。  

設 問 領 域 の 平 均 値 は と も か く と し

て ， 設 問 項 目 に お い て は 「 学 生 自 身

の 予 習 ・ 復 習 の 時 間 」 が 非 常 に 少 な

い と い う 学 生 本 人 の 自 己 評 価 が 多

数 存 在 し て い る 。  

ま た ， 前 述 以 外 の 「 授 業 内 容 ・ 授

業 の 進 め 方 」 に お け る 各 設 問 項 目 の

中 で は 「 学 生 の 無 理 解 度 等 を 見 て の

授 業 展 開 」 が 4 . 7 1で 最 も 低 く な っ て

い る 。  

授 業 内 容 や 進 め 方 に 関 し て は ，

前 述 し た 4 . 7 1が 最 も 低 い 結 果 で あ

る が ， そ れ 以 外 の 項 目 も 概 ね 4 . 7～

4 . 8 前 後 を 維 持 で き て い る の で 特

に 大 き な 問 題 と は 考 え て い な い 。「

指 導 計 画 論 」 な ど で 指 導 案 の 書 き

方 は 習 得 し て い る こ と を 前 提 に し

て 授 業 を 展 開 し て い る が ， 理 解 度

に 差 が あ る こ と を 踏 ま え て 内 容 を

よ り 分 か り や す く 展 開 さ せ る 必 要

が あ る 。  

ま た ， D V D等 に よ る 視 覚 学 習 も さ

ら に 増 や し て み る 。  

 



科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

福 祉 住 環 境 コ ー  

デ ィ ネ ー タ ー Ⅰ  

 

渡 谷  能 孝  

 

多 角 的 な 支 援 の で き る 保 育

者 と し て ， 高 齢 者 ， 障 が い 者 ，

子 ど も が 安 心 し て 生 活 す る こ

と の で き る 住 環 境 に つ い て 理

解 す る こ と を ね ら い と す る 。  

福 祉 住 環 境 コ ー デ ィ ネ ー タ

ー 3級 取 得 を 目 指 す 。  

授 業 内 容 に つ い て は 目 的 も 明 確

に 伝 わ っ て い る こ と が わ か り ま し

た （ 評 価 5 . 0 0） 。  

新 た な 取 り 組 み と し て 実 際 の 住

環 境 を 見 学 す る こ と も ， 学 生 へ の 興

味 関 心 に 役 立 っ た と 考 え て い る 。  

少 人 数 で の 授 業 展 開 は ， 学 生 の 疑

問 点 等 に 応 じ や す い 環 境 で あ っ た

こ と か ら ， 授 業 意 欲 の 向 上 に も な っ

た の で は な い か と 思 う 。  

な か な か 馴 染 み の な い 住 環 境 に

つ い て ， 専 門 的 な 知 識 を 身 に 付 け

る だ け で は な く ， よ り 興 味 関 心 を

も ち ， 資 格 試 験 を 受 験 す る 形 に 繋

げ て い き た い 。  

 予 習 へ の 取 り 組 み 向 け た 具 体 的

な 働 き か け を 心 掛 け た い 。  

 

教 育 カ ウ ン セ リ ン

グ  

 

阿 部  千 春  

 

教育カウンセリングに関する基

礎的な知識を習得することをめざ

す。  

授 業 内 容 の 目 的 に つ い て 明 確 に

理 解 し （ 4 . 8 3） ， 不 登 校 や い じ め な

ど 教 育 現 場 で の 問 題 や 課 題 に つ い

て 考 え を 深 め る 機 会 と な っ た よ う

で あ る （ 「 新 し い 知 識 や 技 能 の 修 得

」 （ 4 . 7 2） ） 。 今 後 ， 目 標 項 目 と 達

成 基 準 を 明 確 に し て い く 必 要 が あ

る 。  

体 験 を 通 し て 学 ぶ た め の 具 体 的

な 手 立 て を 今 後 も 工 夫 し て い き た

い 。 ま た ， 学 生 が 作 成 し た ワ ー ク

シ ー ト の 内 容 や 感 想 等 を 共 有 す る

機 会 を 設 け る こ と で ， 学 習 内 容 の

理 解 の 深 ま り に も 繋 が っ て い る よ

う で あ り ， 今 後 も 継 続 し て い き た

い 。  

 

健 康 科 学 論  

 

池 田   隼  

 

健 康 の 維 持 増 進 を 図 る た め

に ，健 康 の 概 念 や 健 康 に 影 響 を

与 え る 生 活 習 慣 に つ い て 理 解

を 深 め ，生 活 習 慣 を 見 直 し ，生

涯 に わ た り 健 康 に 過 ご す た め

の 力 を 身 に 付 け る た め の 知 識

を 付 け ，さ ら に そ の 知 識 を 活 用

す る た め の 実 践 的 な 方 法 を 理

解 す る こ と を 目 的 と す る 。  

授 業 評 価 に お い て ，「 Ⅰ .  受 講 態

度 」 3 . 7 7点 ，「 Ⅱ .  授 業 内 容 に つ い

て 」 4 . 6 8点 ，「 Ⅲ .  授 業 の 進 め 方 に

つ い て 」 4 . 7 1点 ， 「 総 合 的 な 評 価 」

4 . 7 4点 で あ っ た 。 こ の 中 で も 授 業 態

度 に 含 ま れ る「 Ⅰ .  3 .  予 習・復 習 の

週 平 均 時 間 」 が 1 . 3 3点 と 低 い 数 値 を

示 し て い た 。  

次 年 度 に 向 け た 改 善 策 に つ い て

は ， 授 業 内 に お け る ミ ニ テ ス ト の

実 施（ 回 数 を 増 や す ）を 取 り 入 れ て

い く こ と を 検 討 し て い る 。  

 



科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

こ ど も の 造 形 と  

遊 び  

 

 太 田   望  

 

・教 材 研 究 を こ ど も の 発 達 や 個

性 的 な 表 現 の 違 い の 視 点 で

理 解 す る こ と が で き る 。  

・教 材 研 究 を 通 し て 学 修 し た こ

と を 元 に 模 擬 保 育 を 計 画 ，実

践 す る こ と が で き る 。  

受 講 態 度 は 3 . 5 9， 授 業 内 容 に つ い

て は 4 . 1 5， 授 業 の 進 め 方 に つ い て は

3 . 9 9， 総 合 的 な 評 価 は 4 . 2 2で あ っ  

た 。  

授 業 内 容 に つ い て と ， 授 業 の 進 め

方 に つ い て の 結 果 が 前 年 度 と 比 べ

て 低 く な っ て い る 。  

そ の た め ， 授 業 の 到 達 し た い 目

標 を 伝 え ， 内 容 と 進 め 方 を 精 査 し ，

改 善 し て い き た い と 考 え て い る 。  

 

幼 児 音 楽  

 

土 谷  育 代  

 

・保 育 者 と し て 必 要 と さ れ る 基

礎 的 な ピ ア ノ 演 奏 が で き る 。  

・ 基 礎 的 な 音 楽 理 論 を 説 明 で

き ， 楽 請 を 読 む こ と が で き

る 。  

・ 子 ど も の 歌 を 豊 か な 表 現 で ，

弾 く こ と が で き る 。  

Ⅰ .「 授 業 態 度 」 は ， 「 出 席 状 況 」

と 「 意 欲 」 が Ⅰ 内 の 項 目 で 高 か っ た

が ， 「 予 習 ・ 復 習 の 時 間 」 が 低 か っ

た 。 意 欲 は 高 い が 学 習 に 結 び つ い て

い な い 。Ⅱ .「 授 業 内 容 に つ い て 」は

全 体 的 に 高 か っ た 。 授 業 の 目 的 と そ

の 習 得 の 有 益 性 に つ い て 理 解 し て

い る と 考 え ら れ る 。Ⅲ .「 授 業 の 進 め

方 」 は 「 話 し 方 や 説 明 の 仕 方 」 が 他

の 項 目 よ り 低 か っ た 。 伝 え 方 を 改 善

す る 必 要 が あ る 。  

授 業 意 欲 は 高 く ， 授 業 の 内 容 の

目 的 と 習 得 の 有 益 性 は 伝 わ っ て い

る と 思 わ れ る 。 そ こ で 授 業 以 外 の

時 間 で も 学 習 し 授 業 内 容 を 定 着 で

き る よ う に ， ピ ア ノ 練 習 な ど の 予

習 復 習 の 必 要 性 を 伝 え ， 具 体 的 な

学 習 内 容 を 提 示 し ， 学 生 に 働 き か

け る こ と が 必 要 だ と 考 え る 。 授 業

の 進 め 方 で は 授 業 内 容 が ， 初 心 者

か ら 音 楽 経 験 者 が 一 緒 に 学 ぶ 方 法

だ が ， そ れ ぞ れ が 理 解 し や す い よ

う に ，学 生 の 様 子 を 捉 え ，ポ イ ン ト

を 明 確 に 説 明 し た い 。  

 

基 礎 国 語  

 

村 田 あ き の  

 

適 切 な 日 本 語 運 用 能 力 と 良

好 な 人 間 関 係 を 築 く た め の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 習 得

す る 。  

 

ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は ,授 業 態 度 ,

授 業 内 容 ， 授 業 の 進 め 方 の 項 目 に つ

い て 目 立 っ た 低 評 価 は 見 ら れ な か

っ た 。 た だ 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間

は 低 い 値 を 示 し て い る た め ， 改 善 が

必 要 か と 思 わ れ る 。  

学 生 の 取 り 組 み か ら ， 正 確 な 日

本 語 の イ ン プ ッ ト が 不 足 し て い る

と 考 え ら れ る 。 イ ン プ ッ ト が 足 り

な い こ と が 日 本 語 の 推 測 能 力 や 行

間 を 読 む 力 に 影 響 し て い る と い え

る 。そ の た め 予 習・復 習 で は「 読 み

」を 鍛 え る 課 題 を ，保 育 と 関 連 付 け

た う え で 課 す こ と を 検 討 し た い 。  

 



科  目  名  

担当教員名  

到達目標  授業振り返りアンケート  

結 果 分 析  

具 体 的 な 改 善 策  

 

子 ど も 家 庭 支 援 の  

心 理 学  

 

工 藤  絵 里  

 

子育て家庭をめぐる現代社会的状

況と課題について理解する。また，

支援のあり方について，様々な実践

などを基に，理解できるようにな  

る。  

ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら ， 項 目 「 授

業 へ の 意 欲 」 は 平 均 値 4 . 7 5で あ り ，

授 業 意 欲 は あ る が ， 「 予 習 ・ 復 習 の

週 平 均 時 間 」 は 最 低 値 を 示 し て お  

り ， 予 習 ・ 復 習 に 結 び 付 い て な い こ

と が わ か っ た 。  

予 習 ・ 復 習 時 間 が 少 な い と い う

課 題 に つ い て は ， 教 科 書 の 新 た な

選 定 や 資 料 内 容 の 見 直 し ， 定 期 的

に レ ポ ー ト 課 題 を 出 す こ と も 検 討

す る 必 要 が あ る 。 今 後 も 学 習 方 法

に 関 す る 分 か り や す い 指 導 に 努 め

て い く 。  

 

日 本 国 憲 法  

 

伊 藤   泰  

 

本講義では，日本国憲法の内容に

ついて知り，特に人権についての知

識を深めることを目的として，具体

的な事例を交えつつ授業を行う。  

質 問 項 目 9「 教 員 の 話 し 方 や 説 明

の 仕 方 」 に つ い て の 数 値 が 4 . 5 5， 質

問 項 目 1 1「 意 見 や 質 問 の 出 し や す さ

へ の 配 慮 」 に つ い て の 数 値 が 4 . 3 3，

さ ら に 質 問 項 目 1 3「 総 合 的 な 満 足 度

」 に つ い て の 数 値 が 4 . 4 0と な る な  

ど ， 本 講 義 に お い て 掲 げ た 目 標 は 概

ね 達 成 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。  

本 年 度 に 掲 げ た 目 標 が さ ら な る

達 成 を 見 る よ う ， 次 年 度 も 引 き 続

き 努 力 す る 方 針 で あ る 。  

 

 

児 童 文 化 Ⅰ  

 

𡈽𡈽 川  千 枝  

 

子どもの心を豊かにはぐくむた

めに，保育の内容における児童文

化財の位置づけや基礎的な知識・技

能・感性を身につける。  

・ 演 習 や グ ル ー プ ワ ー ク 等 ア ク テ ィ

ブ ラ ー ニ ン グ 形 式 を 心 が け た こ

と で ， 学 生 は 互 い に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 取 り 意 欲 を 高 め な が ら

課 題 に 取 り 組 む 姿 が 見 ら れ た 。  

・ 予 習 ・ 復 習 時 間 の 課 題 の 量 等 は 不

足 気 味 で あ り 反 省 す る  

 

・ 学 生 が 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 み ，

よ り 意 欲 を 高 め る た め に も 信 頼

関 係 を 築 く と と も に 提 出 さ れ た

課 題 の 内 容 か ら 理 解 度 を 把 握  

し ， 授 業 を 展 開 す る よ う 努 め る 。 

・よ り 理 解 度 の 向 上 を 目 指 し ，授 業

前 後 の 自 習 課 題 の 内 容 量 を 工 夫

す る 。  

 

子どもの食と栄養  

 

村田まり子  

 

保育者としての子どもの食生活に

関わる基本的知識を理解する。ま  

た，自分自身の食生活を振りかえる

機会とする。  

授業評価アンケートの結果から，Ⅰ受

講態度 3.予習・復習の週平均時間が低い

ことがわかった。また，授業の進め方につ

いて，教材や機器の使用などの工夫以外

は，評価が低かった。  

その他の項目については，おおむね良

好だった。  

全 体 的 に は ， 今 年 度 を 踏 襲 し て

い く 。  

C H E C K の 項 に お い て 課 題 と さ れ

た ， 予 習 ・ 復 習 の 機 会 を 設 定 す る 。

ま た ，授 業 の 進 め 方 に お い て ，学 生

の 授 業 態 度 及 び 状 況 を 常 に 把 握 し

な が ら ， で き る 限 り 対 応 し て い く 。 




